
（別紙３）

～ 令和6年　11月　26日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 令和6年　11月　26日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

月齢や障害特性にに応じた対応や工夫をスタッフ間の話し合
いで「振り返り」を行いながらスタッフの達成感や充実につ
なげていく

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ほっぺ

○保護者評価実施期間 令和６年　11月　５日

○保護者評価有効回答数

令和６年　11月　5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年　1月　21日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

学校での出来事で下校時から不穏な状態のまま利用となる児
童が大声を出したり暴れたりすることがある

スペースを分けるのではなくスタッフ間の声掛けによって安
全な空間を作っている。

他害や破壊行為を行う児童も存在している 穏やかに過ごせるような環境造りを行っている

表出の方法を学びながら場面に合った適切な表出が学べる 意図的に場面に合った表出ができる機会を設定し場面場面に
おいて必要な表出方法を伝え体験できるようにしている

室内を自分で移動できるように、机や椅子などの配置等に配
慮している。

消毒や換気を行うことで感染症の予防につなげている

障害特性や月齢に応じた排泄、手洗い、更衣等「基本的生活
習慣」の定着を図るための取り組み

障害特性や月齢に応じトイレでの排泄を段階ごとにすすめて
いる

事業所における自己評価総括表公表
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